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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、心疾患患者に対するリハビリテーションの実施と医療費削減効果に
ついて明らかにすることである。
退院後に心臓リハビリが処方された患者のうち、3ヶ月以上外来心リハを継続しかつ運動機能の測定が可能であ
った患者を対象とした。3-5ヶ月時に６分間歩行試験(6MD)の評価を実施して変化量を算出し、6MD改善群と非改
善群の2群に分類した。結果として、メインアウトカムである医療費について、循環器診療費は両群間で有意な
差は認められなかったのに対して、全診療費は高改善群が低改善群よりも有意に低値を示した。本研究の結果か
ら、運動機能の改善により医療費を削減できる可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the relationship between cardiac 
rehabilitation in patients with heart disease and the resulting reduction in health care costs.
Patients were included who were prescribed cardiac rehabilitation after discharge from hospital, who
 had received outpatient cardiac rehabilitation for at least 3 months, and whose exercise capacity 
could be measured. The 6-minute walk test (6MD) was assessed at 3-5 months to calculate the amount 
of change, and patients were divided into two groups, 6MD improvement group and no improvement 
group. 
As a result, for the main outcome, medical costs, no significant difference was found between the 
two groups for cardiovascular treatment costs, while all treatment costs were significantly lower in
 the high-improvement group than in the low-improvement group. The results of this study suggest 
that it is possible to reduce medical costs by improving exercise capacity.

研究分野：リハビリテーション

キーワード： リハビリテーション　心臓　運動機能　医療費　予防

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
先行研究によると、心疾患患者に対する心臓リハビリテーションはリハビリテーションを導入しない集団と比較
して医療費抑制効果があると報告されているが、①先行研究の大半は海外のデータであり本邦のデータは皆無で
あること、②リハビリテーションを導入した者を対象に運動機能の改善が医療費削減効果に繋がるか不明である
こと、が課題であった。そこで、本研究では心臓リハビリテーションを導入している患者を対象に、運動機能が
改善した者と改善しなかった者に分けて解析を行った。その結果、リハビリによって運動機能が改善した者は改
善しなかった者と比較して、循環器医療費は差が無かったものの、全医療費は少ないことが明らかとなった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年の救急救命医療の飛躍的な進歩により、心疾患の救命率は飛躍的に向上してきている。し

かし、その一方で急性期を脱した心疾患患者、とくに重篤な心疾患患者の割合は相対的に増加し

ており、医療費は年 1 兆円のペースで増加の一途である。今後はいかに再入院を予防するか、す

なわち二次予防に大きな関心が集まっている。 
 先行研究で報告されている心疾患患者の再発を予測する指標として、血液検査データ、心臓核

医学検査ならびに心臓超音波検査など多くの検査がある。しかし、その多くは侵襲的もしくは特

殊な機器を要する検査であり、医療コストや診療時間などの問題が存在する。そこで近年では、

心疾患患者の身体機能から再入院を予測する研究が盛んに実施されるようになった。運動機能

の評価は特殊な測定機器を必要とせず、再現性も高いことから、一般診療でも汎用されやすい。

申請者らは心疾患患者の運動機能は同年代健常者の約 7 割程度に低下していること、低い運動

機能は再入院の独立したリスク因子であること、などを明らかにしてきた。しかしながら、申請

者のコホート研究を含めて多くのコホート研究は身体機能の改善が再入院や予後、さらに医療

費の削減に効果があるかは不明である。 

図 1 研究プロトコール 
 
 
２．研究の目的 
本研究の主目的は「心疾患患者の運動機能の改善が再入院率の低下ならびに医療費の削減に寄

与するか」を明らかにすることである。 
 
 
３．研究の方法 
 信州大学医学部附属病院で外来心臓リハビリテーション（心リハ）が処方された患者のう

ち、3 ヶ月以上外来心リハを継続し、かつ運動機能の測定が可能であった 18 歳以上の患者

を対象とした。なお、維持血液透析患者、補助人工心臓植込み患者および悪性腫瘍の患者は

対象から除外した。評価項目として、初回外来時の患者背景因子、服薬情報、運動機能とし

て握力、等尺性膝伸展筋力および６分間歩行試験（6MD）を評価した。また、運動機能は外

来心リハ初回時と 3 ヶ月時に評価を実施して変化量を算出した（図 1）。外来心リハでの運

動処方として、心肺運動負荷試験もしくはカルボーネン法に基づいた有酸素運動やレジス

タンストレーニングが処方された。統計学的手法として、6MD の変化量を中央値で２群（高

改善群 vs 低改善群）に分類し、背景因子および医療費（循環器診療費および全診療費）の



比較を行った。群間比較として連続変数か否か、また正規性によって unpaired-t 検定、

Mann-Whitney U 検定およびカイ 2 乗検定を行った。また、再入院を従属変数として

Kaplan-Meier 曲線をログラン検定を用いて比較検討した。なお統計学的な有意水準は危険

率 5%未満とした。 
 

 

４．研究成果 

連続して運動機能の測定が可能であった患者は 56 例（平均年齢 65.2±10.3 歳、男性 71%）、

疾患の内訳は狭心症および心筋梗塞 50%、心不全 21%、弁膜症 21%、末梢動脈疾患 5%、

その他 3%であった。初回外来評価時（ベースライン時）の背景因子、運動機能の項目にお

いて、両群間（改善群 vs非改善群）に有意な差は認めなかった。運動機能の縦断的な変化

について、握力ならびに 6MD は改善群で有意な改善を認めた（図 2）。なお、再入院につい

ては両群間で有意な差は認められなかったが、本邦の代表的な JROADHF の結果よりも両

群ともに低い再入院率であった（図 3）。また、項目において、メインアウトカムである医

療費について、循環器診療費は両群間で有意な差は認められなかった（p=0.824）のに対し

て、全診療費は高改善群が低改善群よりも有意に低値を示した（p=0.045）。 
 本研究の結果から、運動機能の改善により医療費を削減できる可能性が示された。高齢心

不全を対象とした先行研究によると、高齢心不全では心血管疾患によるイベントよりも非

心血管疾患によるイベント発生が高く、運動機能と関連する事が報告されている。本研究に

おいても、循環器診療費ではなく全診療費で有意な差が認められた理由として、運動機能の

改善により非心血管に由来する診療が抑制された事が関連していると考えられる。 
 

図 2 運動機能の縦断的な変化 



 

 

図 3 両群間における再入院イベント回避率 

 

 

図 4 循環器医療費と全医療費の両群比較 
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